
 

 

 

2025 年 2 月 28 日 
 

「シャトー・メルシャン 城の平ヴィンヤード」が 

環境省の自然共生サイトとして認定 
 

  キリンホールディングス株式会社（社長 COO 南方健志）は、メルシャン株式会社（社長 大塚正光、以下メルシャン）

の「シャトー・メルシャン 城の平ヴィンヤード（山梨県）」（以下城の平ヴィンヤード）を環境省による自然共生サイト※1 に申

請し、2025 年 2 月 27 日（木）に認定を受けました。キリングループとしては 2023 年 10 月に認定された「シャトー・メルシ

ャン 椀子ヴィンヤード（長野県）」に続き、2 事例目です。 

 環境省は、2022 年 12 月に開催された生物多様性条約第 15 回締約国会議（COP15）で世界目標として採択され

た「30by30※2」の目標達成に向け、民間や自治体などが所有している生物多様性の高い地域を自然共生サイトとして認定

するための制度を 2023 年度より運用しています。自然共生サイトとして認定された後は、国際データベースである OECMs※３

にも登録される予定です。 

※1  「民間等の取り組みによって生物多様性の保全が図られている区域」として環境省の認定を受けた区域の名称 
※2  2030 年までに世界全体で陸地と海のそれぞれ 30％以上を保全地域にする「30by30」は、2022 年 12月に開催

された国連生物多様性条約第 15 回締約国会議（COP15）において採択された世界目標 

※3  Other Effective area-based Conservation Measuresの略称 

 

キリングループと農研機構は 2014 年から共同研究※4 を開始し、その成果の一部である「城の平ヴィンヤード」の生態系調

査結果を自然共生サイト申請に活用しました。自然には、人の手がかけられているからこそ守られていく“二次的自然”と呼ば

れる自然があり、その代表例が草原です。「城の平ヴィンヤード」は元々、棚栽培の観光農園でした。1984年から垣根仕立て

のブドウ畑に転換し、適切な管理をすることで、在来種や希少な草原生態系を回復させ、豊かな生態系が形成されました。

「城の平ヴィンヤード」は、「椀子ヴィンヤード」と同じく、自然共生サイトとして認定された中では数少ない、事業として農産物を

生産する畑であり、事業を通じた「ネイチャー・ポジティブ※5」につながる事例として認められたものと考えています。 

※4 これまでの共同研究については下記参照 

https://www.kirinholdings.com/jp/newsroom/release/2024/0327_03.html 

※5  「G7 2030 年 自然協約」で合意された、2030 年までに生物多様性の損失を食い止め、回復させるという目標 

 

メルシャンは、「日本を世界の銘醸地に」というビジョンのもとで、世界で通用する品質のワインを安定的に産出することを目

指し、高品質なブドウを持続的に確保するために自社管理畑を拡大しています。 

 

●「シャトー・メルシャン 城の平ヴィンヤード」について 

1984年に日本で最高のカベルネ・ソーヴィニヨンを栽培するために、垣根式栽培を開始

したメルシャン初の自社管理畑です。「カベルネ・ソーヴィニヨン」、「メルロー」、「カベルネ・フ

ラン」、「プティ・ヴェルド」などを中心に垣根仕立・草生栽培しています。 

昼夜の寒暖差は大きく、ブドウの成熟に最適な気候条件を備えています。標高

550~600m で土壌は粘土質、穏やかな斜面に広がる畑は、日照量も豊かで風通し

も良好です。この産地から造られるアイコンワイン「城の平 Ortus（オルトゥス）」はラテ

ン語で「起源」を意味し、「城の平」がメルシャンのブドウ栽培の源流であることに由来して

います。 

 

【販売中の主な「シャトー・メルシャン 城の平ヴィンヤード」産ワイン】 

・「シャトー・メルシャン 城の平 オルトゥス 2019」 

・「シャトー・メルシャン 城の平 2018」 

・「シャトー・メルシャン 城の平 ロゼ 2020」 ※ワイナリー限定品 
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 今後もキリングループは、複合的に発生し相互に関連する環境課題（生物資源・水資源・容器包装・気候変動）に統合

的に取り組み、豊かな地球の恵みを将来にわたって享受し引き継ぎたいという思いをバリューチェーンに関わるすべての人々とと

もにつなぐべく、自然と人に「ポジティブインパクト」を与えるさまざまな取り組みを積極的に進めていきます。 
 

<参考> 
・キリングループ環境ビジョン 2050  https://www.kirinholdings.com/jp/impact/env/mission/ 
・キリングループ「環境報告書」 https://www.kirinholdings.com/jp/investors/library/env_report/ 
 

https://www.kirinholdings.com/jp/investors/library/env_report/

